
戦
争
の
災
禍
か
ら
国
民
の
皆
様

を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
訓
練
に
励
み
、
有
事
に
は
、

四
国
四
県
を
は
じ
め
全
国
各
地

の
事
態
に
即
時
に
駆
け
つ
け
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
必
ず
達
成

で
き
る
よ
う
に
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
磨
き
、
国
民

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
旅

団
、
駐
屯
地
と
し
て
、
今
後

益
々
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

観
閲
式
終
了
後
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
第
14
音
楽
隊
に
よ

る
音
楽
演
奏
、
そ
の
後
、
装
備

品
展
示
を
実
施
し
、
記
念
行
事

を
終
了
し
た
。

旅団長統率方針「任務必成」
旅団長要望事項「プロであれ」
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第１４旅団創隊１５周年及び

善通寺駐屯地開設７１周年記念行事 （１面）

主な記事

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤

充
陸
将
補
）
及
び
善
通
寺
駐
屯

地
（
駐
屯
地
司
令

下
本
昭
司

１
等
陸
佐
）
は
、
11
月
21

日
、
善
通
寺
駐
屯
地
（
香
川

県
）
に
お
い
て
「
第
14
旅
団
創

隊
15
周
年
及
び
善
通
寺
駐
屯
地

開
設
71
周
年
記
念
行
事
」
を
挙

行
し
た
。

本
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
駐
屯
地
を
一
般
開

放
し
て
地
域
住
民
等
の
方
々
に

自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
を
深
め
て
頂
い
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
最
大
限
考
慮
し
、

一
般
開
放
を
中
止

第 １ ４ 旅 団 創 隊 １ ５ 周 年
善 通 寺 駐 屯 地 開 設 ７ １ 周 年記念行事

装備品展示 第１４音楽隊による音楽演奏

巡 閲

記念式典全景

し
大
幅
に
規
模
を

縮
小
し
て
行
っ

た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
地

元
、
善
通
寺
市
長

を
は
じ
め
、
各
地

方
自
治
体
、
各
協

力
団
体
の
会
長
等

の
臨
席
を
賜
っ

た
。観

閲
式
に
は
、

下
本
副
旅
団
長
以

下
隊
員
約
８
０
０

名
が
参
加
、
式
典

に
お
い
て
遠
藤
旅

団
長
は
、
「
第
14

旅
団
は
、
平
時
に

あ
っ
て
は
、
我
々

の
高
い
任
務
遂
行

能
力
が
抑
止
力
の

一
部
と
な
っ
て
、

遠藤旅団長による式辞

プロフェッショナリズムを磨き
国民から信頼される旅団、駐屯地

プロフェッショナリズムを磨き
国民から信頼される旅団、駐屯地



第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝
口
光
章
１
等
陸
佐
）
は
、
日

本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）
に
お

い
て
、
11
月
上
旬
及
び
11
月
下

旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
、

連
隊
野
営
訓
練
（
検
閲
）
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
検
閲
官
で
あ
る
連
隊

長
は
、
「
現
地
の
状
況
に
応
じ

て
見
積
・
計
画
を
修
正
し
、
行

動
せ
よ
。
」
「
基
本
・
基
礎
の

確
行
」
「
安
全
管
理
・
健
康
管

理
の
徹
底
」
を
受
閲
部
隊
に
要

望
し
、
状
況
を
開
始
し
た
。

訓
練
検
閲
に
お
い
て
は
、
バ

ト
ラ
（
交
戦
訓
練
用
装
置
二

型
）
を
使
用
し
、
よ
り
実
戦
に

近
い
環
境
下
で
訓
練
検
閲
を
行

い
近
い

救
急
車
及
び
偵
察
用
オ
ー
ト
バ

イ
等
の
車
両
や
人
命
救
助
セ
ッ

ト
等
の
展
示
及
び
災
害
時
に
お

け
る
各
装
備
の
用
途
に
つ
い
て

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
衛
生

科
隊
員
に
よ
る
応
急
救
護
器
材

等
の
展
示
及
び
応
急
処
置
（
心

肺
蘇
生
）
等
実
演
を
含
め
た
説

明
を
約
２
４
０
名
の
学
生
等
に

対
し
実
施
し
た
。

参
加
者
は
、
隊
員
の
実
演
を

熱
心
に
見
学
し
、
高
機
動
車
等

の
車
両
に
も
興
味
深
く
見
学
を

実
施
し
て
い
た
。

今
回
の
防
災
教
育
支
援
を
通

じ
て
、
教
職
員
、
学
生
及
び
町

内
自
治
会
の
方
々
に
対
し
、
防

災
意
識
の
高
揚
及
び
自
衛
隊
に

関
す
る
理
解
と
信
頼
感
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
進

路
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
自
衛

隊
の
認
知
度
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

福
井
謙
1
等
陸
佐
）
は
、

11
月
５
日
、
香
川
県
立
多
度
津

高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
た
防
災

教
育
に
お
い
て
、
高
機
動
車
、

衛生科隊員による救急法の展示説明

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７０号 令和３年（2021年）１１・１２月四 国

警察・消防との現地調整家屋の解体

装備品展示

第１５即応機動連隊第５０普通科連隊

小
学
校
に
お
い
て
、
松

山
市
が
主
催
す
る
総
合

防
災
訓
練
に
参
加
し

た
。本

訓
練
に
は
、
地
域

住
民
及
び
各
機
関
等
か

ら
人
員
約
９
０
０
名
、

中
部
方
面
特
科
隊
か
ら

隊
員
12
名
が
参
加
し
、

よ
り
実
践
的
な
防
災
訓

練
を
実
施
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
蓋
然

性
の
高
い
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
と
し
た
巨
大
地

震
の
発
生
を
想
定
し
、

災
害
対
策
基
本
法
及
び

松
山
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
住
民
輸
送

訓
練
及
び
負
傷
者
の
救

出
・
救
護
訓
練
を
実
施

し
た
。

特
に
、
人
命
救
助
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
倒
壊
家

屋
か
ら
の
負
傷
者
の
救

出
・
救
護
訓
練
に
お
い

て
、
素
早
く
負
傷
者
を

救
助
す
る
姿
は
見
学
者

の
目
を
引
き
つ
け
た
。

本
訓
練
の
様
子
は
、

テ
レ
ビ
等
で
愛
媛
県
内

全
域
に
放
送
さ
れ
、
中

部
方
面
特
科
隊
員
の
活

躍
す
る
姿
が
広
く
広
報

さ
れ
た
。

中部方面特科隊

倒壊家屋内での要救助者の
搬送準備

消防と連携した
要救助者救出

中
部
方
面
特

科

隊

（

隊

長

服
部
真
之
介
１

等
陸
佐
）
は
、

11
月
３
日
、
松

山
市
立
み
ど
り

検閲を実施

朝靄の中での編成完結式

命令下達を行う中隊長（写真：右２番目） 障害（鉄条網）を構築する隊員陣地地域の安全化を図る隊員

１中隊２中隊３中隊

い
、
現
時
点
の
練
度
を
評
価
し

た
。各

中
隊
は
、
本
訓
練
検
閲
で

得
た
成
果
・
教
訓
を
今
後
の
練

成
訓
練
に
反
映
し
、
更
な
る
部

隊
の
練
度
向
上
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

小型ショベルドーザーで
掩体を構築する隊員



た
。前

段
は
、
10
月
11
日
か
ら
29

日
ま
で
の
間
、
琴
平
自
動
車
教

習
所
に
お
い
て
自
動
二
輪
免
許

取
得
の
た
め
、
学
科
教
育
及
び

技
能
教
習
を
受
け
た
。
教
官

（
大
力
智
３
等
陸
尉
）
の
情
熱

あ
る
日
々
の
厳
し
い
指
導
に
よ

り
、
無
事
全
員
が
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

後
段
は
、
11
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
の
間
、
大
池
訓
練
場
、

国
分
台
演
習
場
及
び
一
般
道

（
香
川
県
）
に
お
い
て
、
基
本

操
縦
及
び
応
用
操
縦
の
特
技
練

成
を
実
施
し
た
。

５
日
、
国
分
台
演
習
場
に
お

い
て

い
て
不
整
地
及
び
錯
雑
地
な
ど

の
各
種
地
形
に
お
け
る
操
縦
要

領
を
練
成
し
、
８
日
に
は
、
善

通
寺
（
香
川
県
）
か
ら
高
知
県

の
一
般
道
に
お
け
る
操
縦
訓
練

を
実
施
し
た
。

10
日
、
大
池
訓
練
場
に
お
い

て
本
教
育
の
集
大
成
で
あ
る
練

度
判
定
を
実
施
し
た
。
低
速
走

行
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
及
び
ア
ク
セ

ル
タ
ー
ン
等
の
基
本
的
な
項
目

を
実
施
さ
せ
前
日
の
大
雨
に
よ

り
路
面
状
態
は
不
良
で
あ
っ
た

が
、
練
成
の
成
果
を
如
何
な
く

発
揮
し
、
全
員
が
応
用
操
縦
技

術
の
基
礎
を
修
得
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

平
自
動
車
教
習
所
、
大
池
訓
練

場
、
国
分
台
演
習
場
及
び
香
川

県
か
ら
高
知
県
の
一
般
道
に
お

い
て
「
令
和
３
年
度
自
動
二
輪

装
輪
操
縦
集
合
教
育
」
を
実
施

し
た
。

本
教
育
は
、
前
段
と
後
段
に

区
分
し
て
行
い
、
教
育
隊
長
を

澤
畠
宗
真
１
等
陸
尉
が
担
任
し

た
。
参
加
者
は
、
第
14
偵
察
隊

か
ら
８
名
、
第
15
即
応
機
動
連

隊
か
ら
３
名
、
第
14
後
方
支
援

隊
か
ら
１
名
の
隊
員
が
参
加
し

た
。

得

３

「持続走競技会及びソフトゴルフ大会」実施

自
動
二
輪
装
輪
操
縦
集
合
教
育
を
実
施

タスキをつなげる吉元隊長

第１４後方支援隊

第１４偵察隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７０号 令和３年（2021年）１１・１２月四 国

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

吉

元
雄
一
１
等
陸
佐
）
は
、
11
月
８

日
か
ら
12
日
ま
で
の
間
、
善
通
寺

駐
屯
地
に
お
い
て
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
体
力
の
維
持
・
向
上
、
健

康
の
増
進
、
部
隊
の
士
気
の
高
揚

及
び
団
結
の
強
化
を
目
的
に
「
令

和
３
年
度
第
２
回
持
続
走
競
技
会

及
び
ソ
フ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
実

施
し
た
。

８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
、
個

人
走
（
３
０
０
０
ｍ
）
、
12
日
に

ソ
フ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
及
び
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
を
行
っ
た
。
競
技
会
の

実
施
に
あ
た
り
、
隊
長
か
ら
「
全

力
で
楽
し
め
」
と
の
要
望
事
項
が

あ
り
、
隊
員
は
そ
の
言
葉
を
胸

に
、
一
人
一
人
が
全
力
で
各
競
技

に
臨
ん
だ
。
結
果
、
持
続
走
競
技

会
は
、
個
人
走
及
び
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
の
総
合
成
績
で
、
即
応
機
動

直
接
支
援
中
隊
が
優
勝
、
ソ
フ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
輸
送
隊
が
優
勝

し
幕
を
閉
じ
た
。

持
続
走
競
技
会

に
お
い
て
は
、
各

人
が
日
頃
の
体
力

練
成
の
成
果
を
発

揮

す

る

と

と

も

に
、
中
隊
等
の
プ

ラ
イ
ド
を
か
け
て

目
の
前
の
勝
負
に

死
力
を
尽
く
す
こ

と
に
よ
り
、
戦
闘

員
と
し
て
必
要
な

闘
争
心
を
涵
養
さ

せ
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
は
全

員
参
加
で
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
行
わ

れ
、
中
隊
等
の
士

気
の
高
揚
及
び
団

結
の
強
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き

た
。

ソ
フ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
全
景

一
般
道
操
縦
訓
練

教
習
所
で
の
技
能
教
習

不
整
地
操
縦
訓
練

練
度
判
定(

ア
ク
セ
ル
タ
ー
ン)

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

今
村
正
文
２
等
陸
佐
）

は
、
10
月
11
日
か
ら
11

月
12
日
ま
で
の
間
、
琴

平



成
及
び
選
手
の
選
考
も
含
め

た
、
極
め
て
重
要
な
訓
練
で

す
。私

は
、
今
年
度
か
ら
初
め
て

部
隊
の
訓
練
陸
曹
と
し
て
隊
員

の
射
撃
訓
練
に
関
す
る
指
導
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
射
撃

競
技
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
普
段

の
射
撃
予
習
以
上
に
熱
も
入

り
、
緊
張
感
を
も
っ
て
実
施
し

て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

新
し
く
配
属
さ
れ
た
隊
員
を

含
め
、
誰
が
選
手
に
当
た
っ
て

も
戦
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
的

確
に
指
導
し
て
い
く
の
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
技
術
だ
け
で
な
く

安
全
管
理
面
に
お
い
て
も
指
導

を
徹
底
し
、
特
に
銃
口
管
理
に

つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
厳
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
銃

口
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
そ
の

後
の
射
撃
姿
勢
に
影
響
を
与
え

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
目
標
で
あ
る
射
撃
競

技
会
優
勝
が
達
成
で
き
る
よ

う
、
効
率
よ
う第

14
施
設
隊
（
隊

長

澤
水
隆
一
２
等

陸
佐
）
は
、
11
月
28

日
、
徳
島
駐
屯
地
に

お
い
て
駐
屯
地
開
設

９
周
年
記
念
行
事
を

実
施
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、

徳
島
県
知
事
代
理
政

策
監
瀬
尾
氏
、
阿
南

市
長
表
原
氏
を
は
じ

め
、
各
自
治
体
、
関

係
機
関
及
び
協
力
団

体
等
部
内
外
か
ら
多

数
の
ご
来
賓
を
招
待

し
た
。

観
閲
官
で
あ
る
徳

島
駐
屯
地
司
令
兼
ね

て

第

14

施

設

隊

長

は
、
式
辞
に
お
い
て

「
国
土
防
衛
を
主
た

る
任
務
と
し
、
南
海

ト
ラ
フ

ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
災
害
に
も
即
応
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
、
日
々
訓
練
に
邁

進
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

式
典
後
は
、
第
14
音
楽
隊
に

よ
る

う
、
効
率
か
つ
効
果
的
な
射
撃

予
習
方
法
を
積
極
的
に
考
案

し
、
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

第
14
飛
行
隊
で
訓
練
陸
曹
兼

射
撃
教
官
を
し
て
い
る
中
川
隆

文
２
等
陸
曹
で
す
。

今
回
の
射
撃
検
定
は
、
来
年

１
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る

旅
団
射
撃
競
技
会
に
向
け
た
練

成

４

第１４通信隊

第１４施設隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７０号 令和３年（2021年）１１・１２月四 国

第１４飛行隊隊員紹介

第１４飛行隊
２曹陸曹 中川隆文

小
火
器
射
撃
検
定
を
実
施

安
全
点
検
を
確
実
に
行
う
勤
務
員

元気いっぱい フレッシュな新隊員が着隊

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁
基
２
等
陸
佐
）

に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
新
隊
員
が

着
隊
し
た
。

シ

ス

テ

ム

運

営

、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
、

無
線
電
信
特
技
そ
れ
ぞ

れ
の
後
期
教
育
課
程
を

修
了
し
た
新
隊
員
14
名

が
着
隊
し
た
。
今
年
度

か
ら
通
信
科
は
、
新
特

技
で
の
教
育
を
受
け
て

お
り
、
将
来
の
新
領
域

へ
の
対
応
を
最
前
線
で

行
う
要
員
と
な
る
。
新

た
に
加
わ
っ
た
隊
員
に

対
し
、
早
期
戦
力
化
の

た
め
、
新
着
任
者
教
育

を
実
施
し
た
。

本
教
育
で
は
部
隊
の

任
務
、
部
隊
勤
務
に
お

け
る
即
応
態
勢
の
重
要

性
を
理
解
さ
せ
隊
長
の

企
図
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
旅
団
演
習
の

実
績
を
教
育
し
、
部
隊

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

た
。
ま
た
、
訓
練
に
お

い
て
は
特
技
練
度
向
上

及
び
各
種
検
定
に
向
け

練
成
に
励
ん
で
い
る
。

特
に
旅
団
射
撃
競
技
会

に
向
け
た
射
撃
予
習
に

つ
い
て
は
、
毎
日
優
勝

に
貢
献
す
べ
く
奮
闘
し

て
い
る
。

12
月
４
日
、
新
隊
員

を
主
体
と
し
た
家
族
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
隊
員
家
族
へ

の
安
心
感
を
付
与
す
る

と
と
も
に
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
。

隊
は
、
新
進
気
鋭
の

若

者

た

ち

と

と

も

に

日
々
任
務
に
邁
進
し
て

い
る
。

射
撃
検
定

よ
る
音
楽
演
奏
、
模
擬
戦
闘
訓

練
展
示
及
び
施
設
器
材
等
の
装

備
品
展
示
も
実
施
し
、
盛
会
の

う
ち
に
本
行
事
は
終
了
し
た
。装備品展示

模擬戦闘訓練

観閲行進

熱心に教育の要点を書き留める新隊員初動派遣車両について説明を受ける新隊員戦闘射撃シミュレータを使用した射撃予習

第
14
飛
行
隊
（
隊
長

高
橋

慎
一
郎
２
等
陸
佐
）
は
、
11
月

９
日
、
小
野
射
場
（
愛
媛
県
）

に
お
い
て
、
射
撃
の
練
度
を
評

価
・
判
定
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
進
歩
向
上
を
目
的
に
令
和
３

年
度
第
２
回
小
火
器
射
撃
検
定

を
実
施
し
た
。



第
14
旅
団
司
令
部
付

隊
（
隊
長

土
井
明
３

等
陸
佐
）
は
、
11
月
８

日
か
ら
10
日
ま
で
の

間
、
令
和
３
年
度
旅
団

統
制
演
習
場
整
備
に
伴

い
、
国
分
台
演
習
場
高

屋
射
場
割
当
地
域
の
除

草
及
び
枯
れ
木
の
除
去

を
実
施
し
た
。

本
年
度
は
、
整
備
地

域
を
６
つ
の
区
画
に
区

割

割
し
15
名
１
組
を
基
準
と
し
た

２
個
組
を
編
成
し
て
草
刈
機
20

台
を
も
っ
て
整
備
し
た
。
区

画
、
範
囲
及
び
要
領
を
任
務
付

与
し
た
。

２
日
目
、
前
日
か
ら
続
く
雨

に
よ
り
、
雨
水
を
含
ん
だ
重
い

草
を
廃
棄
す
る
た
め
草
捨
場
間

を
何
度
も
何
度
も
往
復
し
苦
労

し
た
が
、
各
組
長
の
適
切
な
指

示
・
指
導
及
び
全
て
の
隊
員
が

整
斉
と
行
動
し
た
こ
と
に
よ

り
、
予
定
よ
り
１
日
早
く
整
備

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

示

本
訓
練
は
、
各
部
隊
の
要
員

に
対
し
て
、
火
薬
類
取
締
法
等

の
教
育
、
化
学
火
工
品
の
取
扱

い
要
領
及
び
不
発
品
の
処
理
要

領
等
を
訓
練
し
、
不
発
弾
の
処

理

５

実機により実戦のための訓練を実施

高屋射場の風景

不発弾の処理

除草作業風景

化学火工品の取扱いについて真剣に取り組む隊員

第１４特殊武器防護隊

第１４旅団司令部付隊

第１４高射特科隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７０号 令和３年（2021年）１１・１２月四 国

旅
団
統
制
演
習
場
整
備
を
実
施

１１短ＳＡＭ射撃統制装置による航空機の追随 低空レーダ（Ｐ－１８）で
目標を捜索する隊員

ＡＤＤＣＳ（対空戦闘指揮統制シス
テム）内にて情報を収集する隊員

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

冨
高
英
和
２
等
陸
佐
）
は
、
11

月
16
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の

間
、
四
川
目
訓
練
場
（
青
森

県
）
に
お
い
て
令
和
３
年
度
自

衛
隊
統
合
演
習
（
総
合
ミ
サ
イ

ル
防
空
訓
練
）
に
参
加
し
た
。

本
演
習
は
、
自
衛
隊
の
統
合

運
用
に
つ
い
て
演
練
し
、
領
域

横
断
作
戦
を
含
む
統
合
運
用
能

力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
我

が
国
の
防
衛
に
係
る
堅
固
な
意

思
を
示
す
た
め
に
実
施
さ
れ

た
。
隊
は
、
陸
海
空
自
衛
隊
各

部
隊
間
の
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空

の
実
行
性
、
部
隊
展
開
、
運
用

能
力
及
び
実
機
と
の
対
空
戦
闘

に
よ
り
対
空
戦
闘
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

演
習
に
参
加
し
た
第
２
射
撃

小
隊
長

平
野
頌
３
等
陸
尉
は

「
高
速
で
飛
行
す
る
実
機
と
の

対
空
戦
闘
が
出
来
る
貴
重
な
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
小
隊

の
練
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
た
。
今
回
得
ら
れ
た
教
訓

を
部
隊
訓
練
で
も
活
か
せ
る
よ

う
練
成
し
て
い
き
た
い
。
」
と

語
り
、
本
演
習
を
振
り
返
っ

た
。

第
14
特
殊
武
器
防
護

隊
（
隊
長

新
美
賢
一

３
等
陸
佐
）
は
、
11
月

８
日
か
ら
11
日
ま
で
の

間
、
善
通
寺
駐
屯
地
及

び
国
分
台
演
習
場
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
化

学
火
工
品
処
理
技
能
者

集
合
訓
練
を
実
施
し

た
。

理
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修

得
さ
せ
、
訓
練
目
的
を
達
成
し

た
。

隊
は
、
本
整
備
で
得
た
問
題

点
や
課
題
に
つ
い
て
、
じ
後
の

整
備
を
通
し
て
是
正
す
る
と
と

も
に
本
整
備
の
成
果
を
活
か

し
、
演
習
場
の
機
能
維
持
、
安

全
性
の
向
上
及
び
環
境
保
全
に

寄
与
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

Before

After



で
明
る
い
方
が
多
く
、
何
も
分
か
ら

な
い
私
に
基
本
・
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
と
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
徳
島
は
、
関
東
で
は
見
ら
れ

な
い
絶
景
が
広
が
り
、
す
ば
ら
し
い

土
地
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
を
通
じ
て
、
今
ま
で

経
験
の
な
い
こ
と
ば
か
り
で
毎
日
が

と
て
も
充
実
と
経
験

前回に引き続き「音高を変えるコツ」として、今回は息の量について話
したいと思います。
圧力がないと音色は弱々しくなり、遠くまで号音を届けることが困難にな

ります。圧力のかけ方の考え方として、みぞおち辺りにエレベーターがある
と想像し、これが上昇、下降する事によって圧力が変化します。低ソなどの
低い音域は、高音に比べると圧力はそれほど必要ないため、エレベーターは
みぞおち辺りにあるのが理想です。高ソになるとエレベーターは、みぞおち
の少し上に移動する。ここで気が付いて欲しいのが、低ソと高ソではエレ
ベーターが少ししか移動していないという事です。結論から言うと、高ソは
それ程高い音ではないという事です。皆さんの中で高い音というイメージだ
けで、体に力が入り無理矢理音を出そうと喉がしまって息が入らなない原因
にい

８
月
の
異
動
で
東
部

方
面
航
空
隊
第
４
対
戦

車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

（
木
更
津
）
よ
り
転
入

し
て
き
ま
し
た
。

家
族
構
成
は
、
妻
、

長
女
（
10
歳
）
、
次
女

（
８
歳
）
、
長
男
（
５

歳
）
女

歳
）
の
５
人
家
族
で
、
５
年
前

に
千
葉
に
自
宅
を
購
入
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
学
校
や
生
活

環
境
を
考
え
単
身
赴
任
で
の
異

動
と
な
り
、
子
供
３
人
の
育
児

を
し
て
い
る
妻
へ
の
負
担
が
大

き
い
た
め
、
出
来
る
限
り
帰
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

徳
島
か
ら
千
葉
ま
で
は
、
時
間

的
に
も
金
銭
的
に
も
毎
週
帰
れ

る
距
離
で
は
な
い
の
で
、
月
に

一
度
一
度
帰
る
こ
と
を
目
標
に

計
画
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
所
属
し
て
い
る
第

14
飛
行
隊
で
は
、
航
空
機

整
備
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。
前
部
隊
で
も
整

備
員
で
し
た
が
、
初
め
て

の
土
地
、
初
め
て
の
異

動
、
初
め
て
の
機
種
と
不

安
な
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
で
す
が
、
第
14
飛
行

隊
の
方
々
は
と
て
も
親
切

が
、

６

部

内

・
外

表

彰

「
単
身
赴
任
を
経
験
し
て
」

第１４音楽隊

第１４旅団司令部付隊長
（第１０師団司令部）

３等陸佐 實野 智史

転

入

転

出

令和３年１２月１日付

第１４旅団司令部付
（第１４旅団司令部付隊長）

３等陸佐 土井 明

人事往来

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！
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■
第
15
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会

中
四
国
交
流
推
進
大
会

一
般
男
子
有
段
の
部

優
勝

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

川
向

敦
支

〃

準
優
勝

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

園
南
寺
俊
幸

〃

第
３
位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

井
上

翔
太

〃

敢
闘
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊

２
等
陸
曹

福
岡

秀
佳

一
般
男
子
段
外
の
部

優
勝

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

陸
士
長

岡
崎

彩
季

〃

第
３
位

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊

陸
士
長

岡
崎

誠
賢

部

外

■
令
和
３
年
度
市
長
杯
争
奪
戦
軟
式
野
球
大
会

（
１
普
中
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）

優
勝第

15
即
応
機
動
連
隊
本
部

准
陸
尉

東
城

寛
治
（
監
督
兼
選
手
）

２
等
陸
佐

中
田

博
之

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
曹

川
俣

隆
史

３
等
陸
曹

原
田

匠

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

１
等
陸
曹

阿
部

佳
太

１
等
陸
曹

渋
谷

健

２
等
陸
曹

金
子

雅
夫

３
等
陸
曹

城
戸

裕
紀

３
等
陸
曹

大
西

義
騎

３
等
陸
曹

高
橋

一
希

陸
士
長

岡
村

喜
朗

陸
士
長

木
村

有
那

部

内

■
第
96
期
幹
部
弾
薬
（
Ｕ
）
課
程

教
育
部
長
賞

第
14
後
方
支
援
隊
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

２
等
陸
尉

相
良

謙

第
14
飛
行
隊
整
備
班

航
空
機
整
備
陸
曹

２
等
陸
曹

森
田

学

し

て

い

ま

す
。今

後
は
自

己
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
部

隊
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る

よ
う
日
々
努

力
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

次に音楽隊の近況についてです。
１１月２７日、香川県宇多津町にある四国水族館において、イルカショーとのコラボイベントを実施しました。
７月に実施したイベントに引き続き２回目となる今回は、前回とは雰囲気をガラリと変えて、マライアキャリーの「恋人た

ちのクリスマス」や、広瀬香美の「ゲレンデがとけるほど恋したい」など冬にピッタリな曲を演奏しました。また、イルカ
ショー以外にも大水槽前では、クラリネット４重奏を実施しました。
寒空の下ではありましたが、イルカの迫力ある演技や可愛らしい姿に元気を貰い、楽しく演奏する事が出来ました。
地元香川県で、さらにはこんなにも素晴らしい場所で、広報の活動が出来た事を嬉しく思います。

になっていないでしょうか。今後の練習では圧力のエレベーターを意識しながら、併せて高ソの「高い音」というイメージを
払拭して欲しいと思います。


